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（地理総合，地理探究）

Ⅳ			 東京都千代田区の高校に通うミサキさんとジュンさんは，修学旅行で秋田県を訪問した。その途中で立ち寄った
男鹿半島とその周辺地域（図１）で学んだことに関する会話文を読み，次の問い（問１～８）に答えなさい。

　
　　ミサキ　	「秋田港から日本海側を北上していたとき，風力発電の風車の多さに驚いたよ。」

　　ジュン　	「調べてみたら，全国で４番目の発電量（2024年度電力調査統計による）みたい。私は，バスの中で先

生が説明してくれた地
（１）

形と土地利用の関係に関心をもったよ。」

　　ミサキ　	「私は，男
（２）

鹿半島のダイナミックな地形に関心をもったよ。男鹿半島の海岸線も迫力があったし。」

　　ジュン　	「男鹿駅の近くにあった津波避難タワーも印象に残っているよ。これは，こ
（３）

の地域が津波の被害が想

定されているために，整備されたんだろうね。」

　　ミサキ　	「今回の修学旅行でも，ハザードマップの重要性を学んだよね。」

　　ジュン　	「私は，その翌日に訪問した大
（４）

潟村の干拓博物館の見学と大規模農業の様子も印象に残ったよ。」
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（地理総合，地理探究）

（08②）

　問１�　下線部（１）に関して，図２中に示された断面線Ｘ－Ｘ′で示される断面図に該当するものを 31 に，断面
線付近の土地利用の特徴を説明した文として最も適当なものを 32 に，それぞれ次の１～４のうちから	

１つずつ選びなさい。

　　 31 �
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地理院地図により作成
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（地理総合，地理探究）

　　 32 	 １�．沿岸部の大きな浜堤上は主に学校や砂礫の採取場として利用されるとともに，八郎潟調整池の堤防
内は県立公園として湿原が保全されている。

	 ２�．浜堤間に形成された堤間湿地やＸ′付近の低地は主に水田として利用されており，複数の浜堤上はい

ずれも道路や住宅として利用されている。

	 ３�．Ｘ′付近の干拓地は主に水田として利用されており，山間部は針広混交林の林地となっている。

	 ４�．Ｘ付近の沿岸部は標高差20m以上の海食崖が形成されており，台地上は主に果樹園として利用され

ている。

　問２�　下線部（２）に関して，ミサキさんとジュンさんが男鹿半島西部を訪れた際に撮影した写真１の撮影場所に該

当する地点として最も適当なものを図３中の番号で 33 に，この付近の地形の特徴を説明した文として最
も適当なものを 34 に，それぞれ次の１～４のうちから１つずつ選びなさい。

写真１
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（地理総合，地理探究）

（08②）

　　 33 	 １�．①	 ２�．②	 ３�．③	 ４�．④

　　 34 	 １�．この付近は，火山活動によって形成されたマール（爆裂火口）がみられる。
	 ２�．この付近は，砂洲の形成と複数回の隆起運動によって形成されたラグーン（潟湖）がみられる。

	 ３�．この付近は，段階的な沈降により海水が流入することで形成された沈水湾がみられる。

	 ４�．この付近は，県内最大規模の成層火山のカルデラ湖がみられる。

図３

地理院地図により作成

①

④

②

③



（08②）

― 15 ―

（地理総合，地理探究）

　問３�　図４と図５は，同じ縮尺で同じ範囲を示したものである。下線部（３）に関連して，２つの図を比較すること

で読み取ることができる，この地域の津波被害の説明文として誤っているものを，次の１～４のうちから１つ

選びなさい。

　　 35 	 １�．警察署付近の浸水深は，５m以上となる。
	 ２�．市役所の西側に広がる谷の部分にも，５mを超える浸水深が想定されている。

	 ３�．道の駅と海の駅は，いずれも５m以上の浸水深が想定されている。

	 ４�．男鹿駅を中心とした半径１kmの範囲は，すべて５m以上の浸水深が想定されている。

図４

地理院地図により作成

図５

国土数値情報により作成
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（地理総合，地理探究）

（08②）

　問４�　下線部（４）に関して，ジュンさんは大潟村の農業について探究し，資料１をまとめた。資料１の１）と２）

に関して，図６から読み取ることができる大潟村の農地と集落の特徴を説明した文として最も適当なものを，

次の１～４のうちから１つ選びなさい。

　資料１
　
　　１）	大潟村は，日本で２番目に大きな面積であった八郎潟を干拓してできた村（1964年に開村）である。

　　２）	国営干拓事業は，1957年度から1968年度にかけて行われた。また，道路整備，圃場整備，集落・公共施

設・農業用施設の整備などを目的とした八郎潟新農村建設事業団事業は，1965年度から1976年度にかけ

て行われた。

　　３）	国と県の事業を通して，入植者589人（農家589戸）に約8,976ha の農地が配分された。

　　４）	入植当時，農家１戸当たりの農地配分面積は，約15ha であった。

　　　　※1960年の農家１戸当たりの経営耕地面積（全国平均）：約0.88ha ／戸

　　５）	1973年から，営農計画が水田単作経営から田畑複合経営に変更された。その結果，大潟村では小麦や大

豆，かぼちゃ，たまねぎ，メロン，にんにくなどの産地形成が，順次目指されてきた。

　　６）	1980年代半ばから，有機栽培が拡大した。有機栽培面積（2022年度）は全国１位で，2023年に大潟村は

「オーガニックビレッジ」宣言をした。

　　７）	1980年代後半以降，農家の中には，会社組織を立ち上げ，独自の米販売ルートを開拓したり，加工用米

や新規需要米（米粉用米・飼料用米）の導入と米の加工食品（パスタをはじめとする麺，パックごはん）の開

発を進めたりする生産者集団も生まれてきた。

大潟村（2023）：『農業の紹介［2023年度版］』，大潟村史編さん委員会編（2014）：『大潟村史』などにより作成

　　 36 	 １�．集落は，主要道路や農道に沿った列村形態となっている。
	 ２�．集落は，河川の自然堤防上に立地している。

	 ３�．農地は，圃場整備が十分進んでおらず，機械化が進みにくい環境にある。

	 ４�．農地は，海抜０ｍ未満の地域に広がっている。

図６

地理院地図により作成
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（地理総合，地理探究）

　問５�　資料１の３）と４）に関して，農家への農地配分面積の特徴を説明した文として最も適当なものを，次の	
１～４のうちから１つ選びなさい。

　　 37 	 １�．1960年当時の日本の農家１戸当たりの経営耕地面積と比較して約５倍の面積が配分された。
	 ２�．1960年当時の日本の農家１戸当たりの経営耕地面積と比較して約10倍の面積が配分された。
	 ３�．1960年当時の日本の農家１戸当たりの経営耕地面積と比較して約15倍の面積が配分された。
	 ４�．1960年当時の日本の農家１戸当たりの経営耕地面積と比較して約25倍の面積が配分された。

　問６�　資料１の４）に関して，ジュンさんは現在の大潟村における農家の経営規模を調べた。図７は，2023年現
在の大潟村の経営規模別農家戸数を示している。資料１の４）と図７を比較してわかることを説明した文とし
て最も適当なものを，次の１～４のうちから１つ選びなさい。

　　 38 	 １�．当初配分された15ha から経営規模を拡大している農家が100戸を超えている。
	 ２�．当初配分された15ha から経営規模を縮小あるいは離農した農家が200戸を超えている。
	 ３�．2023年現在，経営規模30ha 以上の農家の割合は，全体の50％を超えている。
	 ４�．2023年現在，経営規模５ha 未満の農家の割合は，全体の50％を超えている。

　問７�　資料１の５）に関して，水稲以外の作物の導入が進んだ理由を説明した文として最も適当なものを，次の	
１～４のうちから１つ選びなさい。

　　 39 	 １�．この時期から離農する農家が増加し，離農した農家の農地を借り受けた規模拡大農家が多様な品目
を導入したため。

	 ２�．この時期から米の自由化が進んだことから，多品目の農作物を導入するようにしたため。
	 ３�．この時期から村の農業振興策の一環として，すべての品目を輸出し始めたため。
	 ４�．この時期から米の生産調整政策（減反政策）が始まり，転作作物の導入が進んだため。

　問８�　資料１の６）と７）に関して，ジュンさんはこのような取り組みが登場してきた社会的背景について考察した。
その結果をまとめた文として誤っているものを，次の１～４のうちから１つ選びなさい。

　　 40 	 １�．米の需要量（消費量）が減少傾向で推移しているなかで，米の多様な利活用を考える必要があった。
	 ２�．消費者の安全・安心な食品を求めるニーズが高まってきた。
	 ３�．米の流通が自由化し，産地間での競争が激しくなるとともに，米価が低下してきた。
	 ４�．地球温暖化の影響で，従来どおりの水稲作が難しくなってきた。

図７

大潟村(2023）：『農業の紹介[2023年度版］』により作成

入植時の農家戸数：589戸 → 2023年の農家戸数：473戸
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